
　以下の告示・通知等により、本書の内容に補正が生じましたのでお知らせします。

頁 欄 行 備考

　001～106  　　　(略) 　001～106  　　　(略)

　107　経皮的血管形成術用穿刺部止血材料 　107　経皮的血管形成術用穿刺部止血材料

　　  　　注 ア　　　(略) 　　  　　注 ア　　　(略)

早369 下から4行目 イ イ 字句訂正

ａ

ｂ 　　（新設）

　108～224  　　　(略) 　108～224  　　　(略)

 28,400円  28,400円

　経皮的心房中隔欠損閉鎖術、経皮的卵円孔開存閉鎖術、
経皮的カテーテル心筋焼灼術、下大静脈フィルター留置術、
下大静脈フィルター除去術又は心臓カテーテル法による諸検
査（一連の検査について）（右心カテーテル）を実施した患者
の早期離床を目的とした大腿静脈穿刺部位の止血を行う場
合に、６Fr以上12Fr以下のイントロデューサーシースを使用し
た症例であって、当該患者が手術の翌々日までに帰宅した場
合に限り一連につき４セットまで算定できる。

 Ⅱ　医科点数表の第２章第１部、第３部から第６部まで及び第９
　　部から第12部までに規定する特定保険医療材料（フィルムを
　　除く。）及びその材料価格

 Ⅱ　医科点数表の第２章第１部、第３部から第６部まで及び第９
　　部から第12部までに規定する特定保険医療材料（フィルムを
　　除く。）及びその材料価格

令和４年度版「医科診療報酬点数表（早見表付）」の追補について（第22報）

訂正後 訂正前

　・令和5年9月29日　保医発0929第1号　「診療報酬の算定方法の一部改正に伴う実施上の留意事項について」等の一部改正について

　経皮的血管形成術用穿刺部止血材料のうち、薬事承認又は
認証上、類別が「医療用品(4)整形用品」であって、一般的名称
が「吸収性局所止血材」若しくは「コラーゲン使用吸収性局所止
血材」又は類別が「機械器具(30)結紮器及び縫合器」であって、
一般的名称が「単回使用自動縫合器」であるものについては、
経皮的冠動脈形成術、経皮的冠動脈粥腫切除術、経皮的冠動
脈形成術（特殊カテーテルによるもの）、経皮的冠動脈ステント
留置術又は末梢動脈（頸動脈、腎動脈、四肢の動脈）の経皮的
血管形成術、脳血管内手術、経皮的脳血管形成術、経皮的選
択的脳血栓・塞栓溶解術、経皮的脳血栓回収術又は経皮的脳
血管ステント留置術を実施した患者の早期離床を目的とした大
腿動脈穿刺部位の止血を行う場合に、５Fr以上のイントロデュー
サーシースを使用した場合、１セットについてのみ算定できる。な
お、経皮的血管形成術用穿刺部止血材料を使用する医療上の
必要性について、診療報酬明細書の摘要欄に記載する。

　経皮的血管形成術用穿刺部止血材料のうち、薬事承認又は
認証上、類別が「医療用品(4)整形用品」であって、一般的名称
が「吸収性局所止血材」若しくは「コラーゲン使用吸収性局所止
血材」又は類別が「機械器具(30)結紮器及び縫合器」であって、
一般的名称が「単回使用自動縫合器」であるものについては、
次のいずれかに該当する場合に算定できる。なお、経皮的血管
形成術用穿刺部止血材料を使用する医療上の必要性につい
て、診療報酬明細書の摘要欄に記載する。

　経皮的冠動脈形成術、経皮的冠動脈粥腫切除術、経皮的
冠動脈形成術（特殊カテーテルによるもの）、経皮的冠動脈ス
テント留置術又は末梢動脈（頸動脈、腎動脈、四肢の動脈）の
経皮的血管形成術、脳血管内手術、経皮的脳血管形成術、
経皮的選択的脳血栓・塞栓溶解術、経皮的脳血栓回収術又
は経皮的脳血管ステント留置術を実施した患者の早期離床を
目的とした大腿動脈穿刺部位の止血を行う場合に、５Fr以上
のイントロデューサーシースを使用した場合、１セットについて
のみ算定できる。



 J118-4　歩行運動処置（ロボットスーツによるもの）  J118-4　歩行運動処置（ロボットスーツによるもの）

838 右 上ら21行目 字句挿入

　 　　(2)～(4)　　　　(略) 　 　　(2)～(4)　　　　(略)

(1) 　脊髄性筋萎縮症、球脊髄性筋萎縮症、筋萎縮性側索
硬化症、シャルコー・マリー・トゥース病、遠位型ミオパ
チー、封入体筋炎、先天性ミオパチー、筋ジストロフィー
の患者に対して、ロボットスーツを装着し、関連学会が監
修する適正使用ガイドを遵守して、転倒しないような十分
な配慮のもと歩行運動を実施した場合に算定する。

　脊髄性筋萎縮症、球脊髄性筋萎縮症、筋萎縮性側索
硬化症、シャルコー・マリー・トゥース病、遠位型ミオパ
チー、封入体筋炎、先天性ミオパチー、筋ジストロフィー
又はＨＴＬＶ－１関連脊髄症（ＨＡＭ）若しくは遺伝性痙性
対麻痺による痙性対麻痺を有する患者に対して、ロボット
スーツを装着し、関連学会が監修する適正使用ガイドを
遵守して、転倒しないような十分な配慮のもと歩行運動を
実施した場合に算定する。

(1)


